
第29回 全国街路事業コンクール応募資料         
ふりがな とうきょうとだいいちけんせつじむしょ 

応募者名 東京都第一建設事務所  

街路事業 

ふりがな とうきょうとしけいかくどうろかんせんがいろかんじょうだい２ごうせん（しんばし・とらのもんかん）せいびじぎょう 

事業の名称 東京都市計画道路幹線街路環状第２号線（新橋・虎ノ門間）整備事業 

ふりがな とうきょうとけんせつきょく  

事業主体 東京都建設局  

ふりがな とうきょうとみなとく  

実施都市名 東京都港区  

事業概要 
（400字以内） 

   環状第２号線は、江東区有明から千代田区神田佐久間町を結ぶ全長約１４ｋｍの都市計画道路であり、臨海部と都心部との連
携を強化し、地域交通の円滑化や避難経路の多重化による防災性の向上を図る上で重要な骨格幹線道路である。  
 本事業は、第一京浜から外堀通りまでの延長約１．４ｋｍのうち約０．９Kmの区間について、自動車専用の往復４車線からなる
地下トンネルを街路事業で整備するものである。開削工法で掘削を行い、ボックスカルバートの地下トンネルを構築した他、地上
部道路と接続するランプや、高さ４５ｍの換気塔の設置も行った。また、地下トンネルの一部では、道路区域を立体的に定める立
体道路制度を適用し、地下トンネルの上下空間に建築物を配置することから、再開発ビルとの一体的な整備を行った。なお、用地
取得および地上部道路の整備については都施行の再開発事業で実施している。 
   本事業により、都心部の道路ネットワークが強化され、道路交通の円滑化が図られた。また都では、都道をにぎわいの場として
活用し、まちの活性化を図っていく「東京シャンゼリゼプロジェクト」に取り組んでおり、街路事業と再開発事業により創出された広
い歩行空間において、このプロジェクトの第一号となるオープンカフェが誕生した。 
  

事業規模 
○事業延長：トンネル部 約0.9ｋｍ（地上部 約1.4Km) ○幅員：トンネル部 約２０～３８ｍ（地上部 ４０ｍ） 

○事業費：約２６０億円 ○事業期間：平成１５年度～平成２５年度（地上部 ～平成２８年度） 

事業の目的 

○本路線は、臨海部と都心部を結ぶ、区部環状方向の重要な幹線道路であり、本線部分を地下化し、連続的な立体交差として整備することに
より、周辺道路の交通渋滞が緩和されます。 
○環状第２号線新橋・虎ノ門地区第二種市街地再開発事業や汐留土地区画整理事業との一体的整備により、都市再生を進めていきます。 
  

事業効果 

事業効果項目 ・様式２のとおり（該当項目にﾁｪｯｸを付す） 

事業効果の概要 

○都心部における道路ネットワークの強化と道路交通の円滑化が図られた。 
○地下トンネルの上下部に立体道路制度を活用した再開発ビルを配置し、都心部の限られた空間の中で道路構造物と建築物が共存。 
○最大幅員１３ｍの広い歩道空間で、都市再生特別措置法や国家戦略特別区域法に基づく道路占用許可の特例を活用したオープンカフェの
展開。  

定量的効果 
（検証済の場合記入） 

○溜池交差点から第一京浜に至る所要時間が８分から４分へと半分に短縮 

  

  

地元対応等 

・地域住民との協働等 
・事業反対等はあったか 
・合意形成等を図ったか 
・地域に配慮した点 
・その他 

○トンネル工事を昼夜間連続で実施したところ、騒音に対する不安から、工事に対する強い反対があったが、地元町会等に対し丁寧に粘り強く
説明を重ねた。また、騒音計の設置や、工程の見直し等により昼夜連続施工から昼間施工にするなどの配慮を行い、工事に対する理解を得た。 
○地元に対して、工事エリア周辺を含む月間の全体工事内容を説明するとともに、週間工程表による詳細な工事内容も説明し、工事に対する
理解を得るよう努めた。また、積極的に地元の清掃活動に参加するなど、工事に対するイメージアップにも努めた。  

様式１ 
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整備済区間 

Ｌ＝7.8㎞ 

整備済区間 

Ｌ＝1.2㎞ 

事 業 位 置 図 

環状第２号線 
街路事業 L=0.9Km 
平成２６年３月開通 



全体図（平面図・横断図・縦断図） 

※ 方位、スケール、主要道路名等は必ず記入願います 
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街路事業 L=0.9Km（地下トンネル） H26.3開通 

 

再開発事業 L=1.4Km（地上部道路） H26.3開通 

 

再開発事業  L=1.4Km（地上部道路） H26.3開通   
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街路事業  L=0.9Km（地下トンネル） H26.3開通  

   

 

再開発事業  

地上部道路 

 

再開発事業  

地上部道路 

 



平成１５年６月撮影 
事 業 前 写 真 
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第一京浜より西側を望む 

第 一 京 浜 

再開発事業 街路事業 



事 業 後 写 真 

平成２６年３月撮影 
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平成２６年３月撮影 

平成２６年４月撮影 平成２８年８月撮影 

新橋坑口 第一京浜より西側を望む 

もう少しはっきりした
良い写真ないですか？ 

トンネル内部 虎ノ門坑口 



環状第２号線の整備効果アピール資料 
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溜池交差点～第一京浜 
平均所要時間の変化 開通区間

事業中区間

主な現道

ＪＲ線

区境

凡　　　　　例

Ⅲ街区
建築物

道路区域
（環２本線）

カンファレンス

商業

再開発ビル 

環状２号線 

道路法の特例占用許可制度を活用した
オープンカフェ 

① 

② 

① 

② 
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※当該事業において、最も事業効果が現れたものから重み付けをしてください。

　◎効果大　○効果中　△効果小

○

△

△

事　業　効　果　一　覧　表　

○

○

◎

◎

・工費節減に工夫を凝らし、実績を上げた。
・事業期間の短縮や環境対策などの社会的コスト縮減を図った。

・当初の事業期間を短縮し、前倒しで供用開始した。
・短い事業期間で大きな事業効果を発揮した。

該当項
目

◎

◎

△

○

○

○

◎

事業実施に伴う効果

うるおいのある道路空間の創出 ・周辺の景観に配慮し、良好な道路空間等の創出に寄与した。

歴史・文化の保全 ・歴史･文化の保全に配慮し、歴史的景観等の創出に寄与した。

アメニティの向上

沿道環境の改善 ・沿道環境の改善や充実に寄与した。

コスト縮減等

事業期間等

まちづくり・地域活性化

都市（地域）連携を進める ・中心都市へのアクセス向上やまちづくりに寄与した。

都心の活力を高める ・中心市街地の活性化に寄与した。

地域経済の振興を支援する ・都市（地域）の経済活動の拡大に寄与した。

公共交通の利便性向上 ・バス、鉄道の利便性向上に寄与した。

安心・安全な生活

安全な道路交通の実現 ・交通事故の防止に寄与した。

誰もが通りやすい歩行空間の実現 ・歩行者・自転車の安全な通行空間の確保に寄与した。

災害に強い安全な市街地、集落の形成 ・災害時における安全性の向上と円滑な避難・救援に寄与した。

大項目 中項目 小項目 指　　標

事
　
業
　
の
　
効
　
果

円滑な交通

物流を支える
・整備水準の低い地域の改善に寄与した。
・道路ネットワークの形成に寄与した。

渋滞のない交通環境を実現 ・交通渋滞の緩和・解消に寄与した。


Sheet3

		事　業　効　果　一　覧　表　 コトギョウコウハタシ１ランヒョウ

		大項目 ダイコウモク		中項目 チュウコウモク		小項目 ショウコウモク		指　　標 ユビヒョウ		該当項目 ガイトウコウモク

		事　業　の　効　果 コトギョウコウハタシ		円滑な交通 エンカツコウツウ		物流を支える ブツリュウササ		・整備水準の低い地域の改善に寄与した。
・道路ネットワークの形成に寄与した。 セイビスイジュンヒクチイキカイゼンキヨドウロケイセイキヨ		◎

						渋滞のない交通環境を実現 ジュウタイコウツウカンキョウジツゲン		・交通渋滞の緩和・解消に寄与した。 コウツウジュウタイカンワカイショウキヨ		◎

						公共交通の利便性向上 コウキョウコウツウリベンセイコウジョウ		・バス、鉄道の利便性向上に寄与した。 テツドウリベンセイコウジョウキヨ		△

				安心・安全な生活 アンシンアンゼンセイカツ		安全な道路交通の実現 アンゼンドウロコウツウジツゲン		・交通事故の防止に寄与した。 コウツウジコボウシキヨ		○

						誰もが通りやすい歩行空間の実現 ダレトオホコウクウカンジツゲン		・歩行者・自転車の安全な通行空間の確保に寄与した。 ホコウシャジテンシャアンゼンツウコウクウカンカクホキヨ		○

						災害に強い安全な市街地、集落の形成 サイガイツヨアンゼンシガイチシュウラクケイセイ		・災害時における安全性の向上と円滑な避難・救援に寄与した。 サイガイジアンゼンセイコウジョウエンカツヒナンキュウエンキヨ		○

				まちづくり・地域活性化 チイキカッセイカ		都市（地域）連携を進める トシチイキレンケイスス		・中心都市へのアクセス向上やまちづくりに寄与した。 チュウシントシコウジョウキヨ		◎

						都心の活力を高める トシンカツリョクタカ		・中心市街地の活性化に寄与した。 チュウシンシガイチカッセイカキヨ		○

						地域経済の振興を支援する チイキケイザイシンコウシエン		・都市（地域）の経済活動の拡大に寄与した。 トシチイキケイザイカツドウカクダイキヨ		○

				アメニティの向上 コウジョウ		沿道環境の改善 エンドウカンキョウカイゼン		・沿道環境の改善や充実に寄与した。 エンドウカンキョウカイゼンジュウジツキヨ		◎

						うるおいのある道路空間の創出 ドウロソラアイダソウシュツ		・周辺の景観に配慮し、良好な道路空間等の創出に寄与した。 シュウヘンケイカンハイリョリョウコウドウロクウカントウソウシュツキヨ		◎

						歴史・文化の保全 レキシブンカホゼン		・歴史･文化の保全に配慮し、歴史的景観等の創出に寄与した。 レキシブンカホゼンハイリョレキシテキケイカントウソウシュツキヨ		○

				事業実施に伴う効果 ジギョウジッシトモナコウカ		コスト縮減等 シュクゲントウ		・工費節減に工夫を凝らし、実績を上げた。
・事業期間の短縮や環境対策などの社会的コスト縮減を図った。 コウヒセツゲンクフウコジッセキアジギョウキカンタンシュクカンキョウタイサクシャカイテキシュクゲンハカ		△

						事業期間等 ジギョウキカントウ		・当初の事業期間を短縮し、前倒しで供用開始した。
・短い事業期間で大きな事業効果を発揮した。 トウショジギョウキカンタンシュクマエダオキョウヨウカイシミジカジギョウキカンオオジギョウコウカハッキ		△

		※当該事業において、最も事業効果が現れたものから重み付けをしてください。 トウガイジギョウモットジギョウコウカアラワオモヅ

		　◎効果大　○効果中　△効果小 コウカダイコウカチュウコウカショウ



(Ⅱ)
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路線全体の進捗状況 

整備済区間 

Ｌ＝7.8㎞ 

整備済区間 

Ｌ＝1.2㎞ 

環状第２号線 
街路事業 L=0.9Km 
平成２６年３月開通 
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都市計画図 
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